
平成二十八年十一月 
日本会議 愛知県本部 
〒４６４-０８３６               TEL：052-763-4678 
愛知県名古屋市千種区菊坂町３-５-３０２        FAX：052-763-4588 

E-mail: tokai-seikyo@mtc.biglobe.ne.jp 
あ
い
ち
通
信 

 

第
八
十
七
号 

美しい日本の憲法をつくる国民の会 
全国縦断キャラバン隊を支援 

❏去る９月２０日、日本女性の会愛知９月定例会が開催された。当日は、台風接
近中にもかかわらず、２２名の参加者があった。（内初参加者が４名） 
プログラムは、森藤左エ門愛知県本部理事長より内外の時局解説、西村和子会
長より、国旗国歌の由来と意義についての講話、平岩和子副会長より唱歌の解説
などがあり、最後に「村祭り」を全員で歌って散会となった。 

日本女性の会愛知が９月定例会を開催 

❏去る９月１６日、美しい日
本の憲法をつくる国民の会
より全国縦断キャラバン隊
が来県され、私どもは以下
の支援活動を行った。 
午後一時に愛知県護国神社にて合流の後、正式参拝を行う。隊員は５名、地元会員７名。その後、愛
知県議会議長と名古屋市会議長を表敬訪問し、憲法改正意見書採択などの要請を行った。 

名古屋東部支部  
第３８回街宣活動実施！ 

●開催日時 十月二日(日) 午後一
時～午後三時 ●会場 昭和区 御
器所交差点南西角地 ●会費 無料 
●参加者数 二名●内容 マイクの不
調により街宣活動が行う事ができませ
んでしたので急遽チラシ配布、ポステ
ィング活動へ内容を変更致しました。
街宣の様に音声でのアピールがないと
難しい部分はありましたが、数名の方
にチラシをお渡しし自主憲法制定につ
いてお訴えする事ができました。また、
近隣の住宅へポスティングも行いまし
た●名古屋東部支部では街宣にて訴
えて欲しい内容などを募集しておりま
す。お問合せはメール
（kakehashi_katou@hotmail.co.jp  
加藤貴之宛）までお気軽にご連絡の
程、宜しくお願い致します。（名古屋東
部支部 事務局長 加藤貴之） 

次に、名古屋駅前に移動。午後４時より
１時間、街頭演説会を実施。キャラバン
隊の真摯な主張に、耳を傾ける人も多く
あり、地元会員からも有志二２名が登壇
し、憲法改正への熱き思いが語られた。 
終了後は、会場を移してキャラバン隊報
告会ならびに交流会を開催。各自より
紹介や意見表明などがあり、和やかな
一夕となった。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１１月６日（日）午前８時開始。 
■引き続き１２月４日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★１０月２日は、雨催いのため６名の参加でした。 
御神田の稲穂がハザ掛けしてありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      （１０月２日  奉仕後に撮影） 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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参
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そ
の
二
十
一 

が
密
接
不
可
分
の
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
説

き
起
こ
し
、
現
在
の
ミ
サ
イ
ル
、
核
、
拉
致

が
進
行
形
で
あ
り
、
他
の
政
令
市
の
多
く
が

既
に
停
止
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

ま
補
助
金
を
出
す
こ
と
が
妥
当
か
否
か
を
、

厳
し
く
追
及
。
最
後
は
、
拉
致
被
害
者
の
心

情
に
触
れ
て
声
を
詰
ま
ら
せ
る
場
面
も
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
河
村
市
長
は
、
こ
の
前
の

答
弁
は
、
人
道
支
援
の
観
点
か
ら
は
継
続
す

る
可
能
性
も
含
ん
で
い
た
と
か
、
今
後
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
補
助
に
限
定
す
る
と

か
、
逃
げ
腰
の
答
弁
な
ら
ぬ
答
弁
に
終
始
。

こ
れ
で
は
、
名
古
屋
市
民
は
納
得
し
な
い
。

河
村
市
長
は
、
二
月
以
降
に
水
面
下
で
何
者

か
に
説
得
さ
れ
た
の
か
、
強
迫
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
朝
鮮
総
連
と
対
峙
す
る
こ
と
は
、

苦
し
い
し
厳
し
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
こ
で
逃
げ
て
は
ダ
メ
だ
。
こ
こ
一
番
で
戦

わ
ず
に
妥
協
す
る
こ
と
は
、
政
治
家
と
し
て

一
生
の
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
ろ
う
。 

十
六
日
（
金
）
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く

る
国
民
の
会
よ
り
全
国
縦
断
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

が
来
県
、
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
愛
知
県
護

国
神
社
参
拝
、
愛
知
県
議
会
議
長
・
名
古
屋

市
会
議
長
へ
表
敬
訪
問
、
名
古
屋
駅
前
で
の

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
後
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

隊
員
と
地
元
役
員
・
会
員
と
の
交
流
会
が
開

か
れ
、
和
や
か
な
一
夕
と
な
っ
た
。 

二
十
日
（
火
）
日
本
女
性
の
会
愛
知
九
月
例

会
の
お
手
伝
い
へ
。
台
風
接
近
中
に
も
関
わ

ら
ず
、
二
十
二
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。 

先
月
号
か
ら
の
続
き
で
す
。
さ
て
、
午
後

は
ま
ず
哲
学
の
道
か
ら
西
へ
下
り
て
行
き

白
川
通
り
を
渡
り
さ
ら
に
西
へ
進
み
ま
す
。

吉
田
山
の
ふ
も
と
南
の
端
の
と
こ
ろ
に
第

六
十
八
代
後
一
条
天
皇
の
菩
提
樹
院
陵
が

あ
り
ま
す
。
後
一
条
天
皇
の
皇
女
で
あ
り

後
冷
泉
天
皇
の
皇
后
の
章
子
内
親
王
の
菩

提
樹
院
陵
も
同
じ
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

そ
こ
か
ら
南
東
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と

こ
ろ
に
は
、
第
五
十
七
代
陽
成
天
皇
の
神

楽
岡
東
陵
が
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一

礼
。
こ
の
二
箇
所
の
御
陵
も
三
度
目
く
ら

い
の
参
拝
で
し
た
。 

三
重
塔
を
背
に
し
て
西
方
向
へ
降
り
て

ゆ
き
ま
す
。
途
中
右
手
に
は
ア
フ
ロ
ヘ

ア
で
有
名
な
石
仏
が
あ
り
ま
す
。
正
式

に
は
五
刧
思
惟
阿
弥
陀
如
来
像
と
い
う

そ
う
で
す
。
西
方
向
へ
歩
い
て
金
戒
光

明
寺
の
敷
地
を
出
た
と
こ
ろ
で
突
き
当

た
り
を
右
に
曲
が
り
北
上
し
し
ば
ら
く

し
て
左
折
、
西
に
向
か
い
住
宅
地
の
中

に
善
正
寺
と
い
う
お
寺
の
中
の
墓
地
の

隣
に
四
方
を
塀
に
囲
ま
れ
た
墓
地
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
後
伏
見
天
皇
十

八
世
皇
孫
女
、
伏
見
宮
第
十
九
代
貞
敬

親
王
の
王
女
で
あ
る
日
尊
女
王
の
お
墓

と
霊
元
天
皇
皇
曽
孫
女
で
あ
る
日
照
女

王
墓
が
あ
り
ま
す
。
正
面
の
扉
は
硬
く

閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
側
面
の

塀
に
は
通
用
口
の
よ
う
な
扉
が
あ
り
墓

地
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

合
掌
。 

一
日
（
木
）
山
田
宏
参
議
院
議
員
の
報

告
会
に
参
加
。
知
己
の
保
守
団
体
の

方
々
の
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。
ご
本
人

に
も
祝
勝
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
る
。 

十
日
（
土
）
第
二
十
四
回
日
本
政
治
経

済
研
究
所
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
お
手

伝
い
へ
。
日
本
会
議
か
ら
も
、
六
十
名

程
の
参
加
が
あ
り
盛
会
と
な
っ
た
。 

十
三
日
（
水
）
名
古
屋
市
議
会
を
傍
聴
。

藤
沢
た
だ
ま
さ
市
議
が
、
朝
鮮
学
校
へ

の
補
助
金
に
つ
い
て
質
問
に
立
た
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
名
古
屋
市
議
会
で
は
、

去
る
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、
松
井
よ

し
の
り
市
議
が
こ
の
件
に
つ
い
て
質
し

た
と
こ
ろ
、
河
村
市
長
よ
り
執
行
停
止

す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
舌
の
根
も
乾
か
ぬ

う
ち
に
一
転
、
人
道
支
援
と
し
て
補
助

金(

年
額
六
百
五
十
万
円
）
を
継
続
す

る
こ
と
に
決
定
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

藤
沢
市
議
は
、
朝
鮮
学
校
と
朝
鮮
総
連 

神
職
の
方
が
教
え
て
く
れ
た
の
が
、

疎
水
に
か
か
る
橋
か
ら
平
安
神
宮
へ

と
続
く
参
道
は
ち
ょ
う
ど
南
北
で
は

な
く
少
し
西
に
振
れ
て
い
る
理
由
で

す
。
そ
れ
は
、
平
安
神
宮
を
建
設
す

る
、
ま
さ
に
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
宮

内
省
が
後
三
条
天
皇
の
火
葬
塚
と
し

て
天
王
塚
陵
墓
参
考
地
を
治
定
し
た

た
め
平
安
神
宮
の
本
殿
を
本
来
の
計

画
か
ら
西
へ
数
メ
ー
ト
ル
ず
ら
し
た

た
め
参
道
が
西
に
振
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。 

今
日
最
後
の
目
的
地
は
、
第
七
十
一

代
後
三
条
天
皇
の
火
葬
塚
と
さ
れ
る

天
王
塚
陵
墓
参
考
地
で
す
。
そ
こ
は

平
安
神
宮
の
本
殿
と
神
苑
と
の
間
の

敷
地
に
位
置
し
て
い
て
一
般
に
は
入

れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
例
の
便
利
サ

イ
ト
に
は
社
務
所
に
お
願
い
す
れ
ば

案
内
し
て
い
た
だ
け
る
と
書
い
て

あ
っ
た
の
で
、
迷
わ
ず
社
務
所
を
訪

れ
ま
し
た
。
神
職
の
方
に
親
切
に
案

内
し
て
い
た
だ
き
参
拝
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
合
掌
。 

参
拝
を
終
え
て
社
務
所
に
戻
る
途
中
、 

そ
れ
か
ら
す
ぐ
東
側
に
見
え
る
真
如
堂
に

向
か
い
ま
し
た
。
真
如
堂
の
境
内
に
入
り

本
堂
の
南
側
に
あ
る
墓
地
に
入
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
第
百
十
一
代
後
西
天
皇
の
皇
女

で
あ
る
常
宮
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
広
い
墓

地
の
中
で
皇
族
の
お
墓
を
探
す
と
き
の
コ

ツ
、
そ
う
鉄
扉
の
あ
る
お
墓
を
探
し
ま
し

た
。
東
の
端
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。
合
掌
。 

墓
地
を
出
て
南
へ
歩
き
黒
谷
こ
と
金
戒
光

明
寺
の
敷
地
へ
入
り
ま
し
た
。
左
手
に
会

津
藩
の
墓
所
を
見
な
が
ら
南
下
し
ま
す
。

三
重
塔
の
裏
に
は
第
五
十
六
代
清
和
天
皇

の
火
葬
塚
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
。 

 

「
へ
ぇ
～
」
と
感
心
し
、
お
礼
を
言
っ

て
社
務
所
を
後
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
平
安
神
宮
を
参
拝
し
て
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

（
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 


